
10月度　第562回大会･ ･ ･ (人数不足個人釣行)

日時:平成24年10月23日　火曜日

場所:和歌山県日高郡由良吹井　尾張屋渡船

担当班長:山川副会長

レポート:田遮文雄

第562回大会は標記の通り尾張屋渡船で大会が行われることになって

いましたが､会員の皆様は当日の釣状況が読めるのか規定の人数に

達せず､個人釣行となってしまいました｡

普通なら中止にするところ､私は尾張屋に道具入れのバッカンを置いて帰ってきたため釣に行けません｡

山川副班長も2 3日の大会に行こうと言った手前､悪天候の中､私の家まで遠いい所､迎えに来てもらいAM2:30

位に出発しました｡

途中雨は小ぶりながら風が吹き付け車が横ゆれします｡紀の国屋により最終の5時まで釣るためのダンゴ､エ

サなど買い4時過ぎに尾張屋に到着｡

車の中で仮眠をとっていると光線が走り雷です｡同時に雨も激しく降り出します｡

NHKのテレビを見ていると和歌山県には大雨洪水注意報､雷注意報､波浪注意報まるで台風並みです｡

明るくなり6時頃､船頭さんが少し様子を見てから出船しましょうかと言ってから､待つことやっと1 0時過

ぎに出船､釣開始です｡

やはり雨風は強く傘もさせません｡しかし､なんとか釣は出来そうです｡

しかし､座椅子に座っていると雨水が股の凹んだ所にたまりやがて満水で溢れだし下着にしみ込みます｡

当日は気温も1 8℃と低いし風もあり､だんだん寒さが増してきます｡袖口からも雨が侵入です｡

これはいかんと傘をさします｡しかし役に立ちません｡山川さんも傘をさしていましたが原形をとどめていま

せん.何度か丘に上がろうかと恩いましたが我慢です.病気になっても仕方がない･ ･ ･ I I

やっとの思いで穂先に集中です｡へダィ､チャリコ等が釣れますが本命のチヌは顔を見せません｡

山川さんに当りです｡大きく竿を曲げていますが底でバラシ(ハリス切れ)コショウダイ?コログイ?｡

お昼頃には雨も上がり沖の空も雲が切れ明るくなってきました｡

しかし風は収まりそうもありません｡突風で飛ばされそうです｡その後何も釣れませんが昼飯も忘れて釣に夢

中です｡雨にぬれた下着も体温で温まってきたせいでしょう｡

3時回った位でしょうか山川さんがまた大きく竿を曲げています｡やり取りの末､タモにおさまったのは49.0

cmのコログィ､よく引いたそうです｡

私にも来ました､掛け合わせた瞬間､横に強引に持って行かれキュッ､キュッ手動ブレーキも役立たず1. 7号も

プッツンです｡ 2号に切り替えチャレンジですがボラ以外何も来ませんでした｡

またまた山川さんに当り､前より強引な引き､やっとの末54cmのコログイおめでとうございます｡

5時の最終まで頑張りました｡

参加者

山川副会長､田遮　以上2名

成績

山川副会長　コログイ:49.0cm､ 53.5cm (計2匹)､アイゴ:2匹

田遵:へダィ､チヤリコ各1匹

天候

大雨のちくもり晴れ､ 1日強風


